
日
本
共
産
党
丹
波
市
会
議
員
団
は
、
議
員
定
数
「
削
減
」
問
題
に
つ
い
て

「
声
明
」
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
全
文
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

【
声
明
】 住

民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る 

議
員
定
数
「
削
減
」
に
反
対
し
ま
す 

二
〇
〇
六
年
八
月
二
十
六
日 

日
本
共
産
党
丹
波
市
会
議
員
団 

西
本 

嘉
宏 

広
瀬 

憲
一  

六
月
定
例
市
議
会
で
「
議
員
定
数
に
係

る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
、
各
会
派
九
名
の

委
員
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
吉
見
公
之
委
員

長
）
。
そ
し
て
、「
市
民
の
中
で
、『
財
政
が
厳
し
い
と
き
に
、
議
員
も
身

を
削
る
べ
き
』
と
い
う
意
見
が
多
い
」
こ
と
な
ど
を
理
由
に
議
員
法
定

上
限
数
三
〇
名
か
ら
「
削
減
」
し
よ
う
と
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
る

中
で
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

議
員
定
数
は
、
市
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

議
員
定
数
の
定
め
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
法
定
定
数
」
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
一
月
一
日
か
ら
人
口
区
分
ご
と
に
法
律

に
定
め
る
上
限
数
の
範
囲
内
で
条
例
で
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
と
す
る

「
条
例
定
数
」
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
丹
波
市
議
会

の
上
限
数
は
、
人
口
五
万
人
以
上
一
〇
万
人
未
満
で
三
〇
人
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
議
員
定
数
は
次
の
選
挙
ま
で
に
市
の
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
幅
広
い
住
民
の
声
が
届
く
丹
波

市
政
め
ざ
し
、
定
数
「削
減
」に
反
対
し
ま
す
。 

日
本
共
産
党
丹
波
市
会
議
員
団
は
、
こ
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
、
六

町
合
併
直
後
で
四
九
三
平
方
㎞
と
広
大
な
市
域
に
な
り
、
新
し
い
町
づ

く
り
の
課
題
も
多
く
、
幅
広
い
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
住
民
の
参
政
権
に
か
か
わ
る
重
要
問
題
と
し
て
、
議
員
定
数
の
「
削

減
」
に
反
対
し
、
現
行
定
数
三
〇
名
維
持
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。 

 

合
併
で
議
員
は
三
分
の
一
以
下
に
な
り
、
年
間
報
酬
総
額

約
一
億
三
千
万
円
の
削
減
で
、
経
費
「
削
減
」
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。 

二
〇
〇
四
年
十
一
月
一
日
丹
波
市
発
足
時
の
議
会
設
置
は
、
議
員
の

在
任
特
例
（
合
併
特
例
法
に
よ
り
合
併
後
、
二
年
以
内
の
期
間
に
限
り

旧
六
町
の
議
員
九
十
四
名
で
議
会
を
構
成
す
る
特
例
）
を
採
用
せ
ず
、

定
数
三
〇
名
に
よ
る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
的
に
「
平
成
の
合
併
」
を
し
た
自
治
体
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る

「
在
任
特
例
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
氷
上
郡
六
町
の
「
合
併
協
議

会
」
の
場
合
は
様
々
な
議
論
を
経
て
、
結
局
「
在
任
特
例
」
を
採
用
し

な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

財
政
的
に
は
、
旧
六
町
の
議
員
合
計
九
十
四
人
で
年
額
議
員
報
酬
二

億
五
〇
八
四
万
八
千
円
必
要
だ
っ
た
も
の
が
、
合
併
に
よ
り
市
会
議
員

三
〇
人
で
一
億
二
千
二
五
二
万
円
と
な
り
、
そ
の
差
額
約
一
億
二
八
三

二
万
八
千
円
が
削
減
さ
れ
（
市
議
会
事
務
局
調
べ
）
、
年
間
の
議
員
報
酬

総
額
は
約
半
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、「
在
任
特
例
」
も
採
用
し

な
か
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
財
政
上
の
「
効
果
」
は
充
分
あ
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

議
会
本
来
の
役
割
を
発
揮
し
、
市
民
に
身
近
な
議
会
を
目

指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

議
会
は
、
憲
法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
よ
り
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ

る
議
事
機
関
で
す
。
議
事
機
関
と
は
、
多
数
人
の
合
議
に
よ
っ
て
団
体

の
意
思
を
決
定
す
る
機
関
で
、
行
政
機
関
に
対
応
す
る
住
民
の
側
の
機

関
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
議
会
は
、
憲
法
第
九
十
三
条
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
性

格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
議
会
に
は
住
民
の
多
様
な
意
見

を
反
映
さ
せ
、
そ
れ
を
統
合
、
調
整
し
団
体
と
し
て
の
意
思
を
決
定
す

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
行
政
と
い
う
執
行
機

関
を
批
判
、
チ
ェ
ッ
ク
し
監
視
す
る
重
要
な
機
能
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
議
会
の
役
割
を
大
い
に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
来
の
自
治
体
の
民
主
的
運
営
を
保
障
し
、
住

民
に
と
っ
て
身
近
な
自
治
体
の
議
会
と
な
る

の
で
す
。 

  

議
員
定
数
問
題
は
、
議
会
の
あ
り
方

な
ど
本
質
的
な
議
論
が
必
要
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
議
会
の

議
員
定
数
を
議
論
す
る
場
合
、
①
議
会
が
民
主
主
義
お
よ
び
地
方
自
治

の
根
幹
を
な
す
重
要
な
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
な

る
経
費
の
節
減
等
の
観
点
か
ら
の
み
こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
は
必
ず
し
も

妥
当
で
な
く
、
②
議
会
が
、
民
意
の
反
映
、
基
本
政
策
の
立
案
、
行
政

に
対
す
る
監
視
と
い
っ
た
そ
の
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
を
十
分
に
果
た

せ
る
体
制
な
の
か
、
な
ど
、
地
方
議
会
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
本
質
的
な

議
論
を
十
分
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

行
政
改
革
は
、
議
会
の
批
判
・監
視
機
能 

を
発
揮
し
、
効
率
的
な
行
政
執
行
を
進
め 

る
こ
と
で
す
。 

経
費
削
減
の
た
め
に
議
員
定
数
「
削
減
」
を
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
丹
波
市
の
議
会
費
は
、
一

般
会
計
の
歳
出
総
額
の
わ
ず
か
七
．
七
％
（
二
〇
〇

六
年
度
予
算
）
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
中
で
直
接
議
員
に

関
す
る
報
酬
等
の
費
用
は
、
五
．
六
％
で
す
。
こ
の

金
額
が
高
い
の
か
安
い
の
か
は
、
様
々
な
意
見
や
見

方
が
あ
り
ま
す
が
、
民
主
主
義
を
保
障
す
る
経
費
と

し
て
重
要
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
行
政
改
革
と
の
関
係
で
、
定
数
「
削
減
」

を
主
張
す
る
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
行
政
改
革
と
は
、

そ
も
そ
も
執
行
機
関
の
『
改
革
』
を
意
味
す
る
も
の

で
、
行
政
が
肥
大
化
し
能
率
が
悪
く
な
り
、
官
僚
化

し
て
い
る
も
の
を
住
民
の
立
場
か
ら
民
主
的
、
合
理

的
に
変
え
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
議
会
は
、



住
民
の
利
益
を
守
り
、
行
政
の
無
駄
を
省
き
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

進
め
て
い
く
た
め
に
そ
の
批
判
、
監
視
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
ら
に
、
議
員
の
「
質
」
が
悪
い
か
ら
定
数
「
削
減
」
と
い
う
意
見

も
一
部
に
あ
り
ま
す
が
、
別
の
性
格
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
議
員
が

有
権
者
の
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
努

力
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
議
員
の
「
質
」
の
良

し
悪
し
は
、
む
し
ろ
有
権
者
が
選
挙
に
よ
っ
て
審
判
を
下
す
べ
き
問
題

で
す
。 

 

ど
う
し
て
も
経
費
削
減
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
状
況
に
な
る
の
な
ら
、

議
員
報
酬
の
「
一
律
カ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

は
積
極
的
に
提
案
し
、
す
べ
て
の
会
派
や
議
員
が
共
同
で
提
案
す
る
こ

と
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。 

  

「
地
方
分
権
」
の
時
代
に
議
会
の
役
割

は
、
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。 

政
府
は
、「
地
方
分
権
」
を
推
進
す
る
と
言
い

な
が
ら
「
三
位
一
体
」
の
改
革
を
す
す
め
、
十

分
な
税
源
移
譲
を
せ
ず
、
逆
に
地
方
交
付
税
の

大
幅
削
減
や
国
庫
負
担
金
の
廃
止
、
縮
減
な
ど

強
引
に
進
め
つ
つ
、
教
育
や
福
祉
を
切
り
捨
て
、

市
民
の
生
活
や
経
営
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
て

い
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、
自
治
体
の
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
が
、
一
部
法
定
受
託
事

務
と
す
る
も
の
を
除
き
、
自
治
事
務
（
自
治
体
の
権
限
で
行
う
仕
事
）

と
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
地
方
議
会
の
権
限
が
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、

強
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
と
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、
さ

ら
に
執
行
機
関
へ
の
チ
ェ
ッ
ク･

監
視
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
も
議

会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。 

 

全
国
議
長
会
の
「
調
査
研
究
報
告
書
」
や
講
演
で
も
「
相
当

の
議
員
数
は
必
要
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。 

全
国
市
議
会
議
長
会
の
機
関
紙
「
全
国
市
議
会
旬
報
」（
二
〇
〇
六
年

二
月
二
十
五
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
都
市
問
題

研
究
会
の
「
調
査
研
究
報
告
書
」
（
概
要
）
で
、
『
分
権
時
代
に
お
け
る

市
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
』
―
「
議
会
の
執
行
機
関
に
対
す
る
監
視
の

役
割
が
い
っ
そ
う
重
く
」
な
り
、「
議
会
の
構
成
も
都
市
全
体
を
見
渡
す

こ
と
の
出
来
る
議
員
を
多
く
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
も
と
め

ら
れ
る
」
ま
た
、「
執
行
部
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
政
策
論
争
を
重
ね
る
こ

と
が
必
要
」
で
あ
り
「
監
視
、
政
策
立
案
機
能
の
向
上
を
果
た
す
上
に

お
い
て
も
相
当
の
議
員
数
は
必
要
で
あ
る
」
－
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
同
研
究
会
総
会
の
講
演
（
二
〇
〇
五
年
八
月
二
十
三
日
）
で

地
方
自
治
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
の
辻
山
氏
は
、「
地
域
の
民
主
主
義

を
代
表
す
る
議
員
の
定
数
が
減
り
、
代
表
率
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ

で
本
当
に
多
様
な
意
見
を
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
危
機

感
が
あ
る
。
議
員
定
数
も
多
様
化
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

議
員
定
数
が
削
減
さ
れ
て
い
く
中
で
一
体
、
少
数
者
の
意
見
は
誰
が
代

表
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
定
数
「
削
減
」
に
懸
念
を
表
明
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
分
権
時
代
に
お
い
て
、
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

議
員
定
数
の
「
削
減
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
多
様
化
し
た
住
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
議
員
の
数
が
必
要
で
あ
り
、
議
会
や
議
員

の
質
的
向
上
と
住
民
の
代
表
と
し
て
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
働
く
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
開
か
れ
た

議
会
と
議
員
の
質
的
向
上
め
ざ
し
奮
闘
し
ま
す
。 

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
議
員
が
多
す
ぎ
る
」
と
い
う
声
の
背
景
に

は
、
議
員
へ
の
不
信
感
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
高
い
報
酬

を
も
ら
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
税
金
や
使

用
料
金
な
ど
住
民
負
担
を
上
げ
る
の
が
議
員
の
仕
事
か
」「
議
員
が
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
」
な
ど
の
声
に
こ
た
え
、
市
議
会
が
真
に
住

民
の
代
表
機
関
と
し
て
、
ま
た
行
政
機
関
の
監
視
役
と
し
て
し
っ
か
り

と
責
務
を
果
た
す
た
め
に
、
過
去
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
に
す
る
議
会
の
民
主
的
改
革
と
議
員
み
ず
か
ら
の
質
的
向

上
を
目
指
す
努
力
は
積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
な
ど
正
規
の
会
議
は
、
す
べ
て
「
公
開
を
原
則
」
と
す
る
こ
と

を
主
張
し
実
施
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
政
務
調
査
費
の
現
行
維
持

と
内
容
の
厳
格
化
な
ど
主
張
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
党
議
員
団
独
自
の

市
議
会
報
告
も
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
市
会
ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
民

報
た
ん
ば
」
な
ど
お
お
む
ね
議
会
ご
と
に
発
行
し
、
機
関
紙
（
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
）
や
一
般
紙
に
折
込
み
し
て
い
ま
す
。
ま
た
口
頭
の
報
告
会
も

不
定
期
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

市
民
の
く
ら
し
と
地
方
自
治
の
前
進
、
新
生
丹
波
市
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
議
員
定
数
を
「
削
減
」
せ
ず
、
現
行
定
数
を

維
持
す
べ
き
で
す
。 

国
の
新
自
由
主
義
に
よ
る
「
構
造
改
革
」
路
線
の
も
と
で
、「
格
差
」

社
会
が
広
が
り
、
市
民
の
生
活
や
地
方
財
政
も
大
変
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
中
で
、
多
様
な
市
民
の
意
見
や
要
求
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
と
き
に
こ
そ
、
議
員
や
議
会
は
、
そ

の
主
権
者
で
あ
る
市
民
の
中
に
入
り
、
市
民
と
の

パ
イ
プ
を
太
く
し
て
、
市
民
の
く
ら
し
と
地
方
自

治
を
前
進
さ
せ
、
新
生
丹
波
市
づ
く
り
に
貢
献
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

議
員
定
数
は
「
削
減
」
せ
ず
、
現
行
三
〇
名
を
維

持
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

以
上
。 

九
月
議
会
の
予
定 

（審
議
の
都
合
で
変
更
も
あ
り
、
確
認
は
事
務
局
）

へ
）       . 

. 

） ９
／
１
（金
）本
会
議
（決
算
提
案
） 

９
／
４
（月
）本
会
議
（条
例
等
） 

９
／
５
（火
）特
別
委
（倫
理
） 

９
／
６
（水
）本
会
議
（決
算
質
疑
） 

９
／
７
（木
）決
算
特
別
委 

９
／
８
（金
）決
算
特
別
委 

９
／
１
１
（月
）決
算
特
別
委 

９
／
１
２
（火
）特
別
委
（倫
理
） 

９
／
１
３(

水
）
民
生
常
任
委 

９
／
１
４
（
木
）
産
建
常
任
委 

９
／
１
５
（
金
）
総
務
常
任
委 

９
／
１
９
（
火
）
一
般
（
代
表
） 

９
／
２
０
（
水
）
一
般
（
個
人
） 

９
／
２
１ (

木
）
一
般
（
個
人
） 

９
／
２
５
（
月
）
本
会
議
（
採
決
） 

９
／
２
６
（
火
）
本
会
議
（
予
備
） 

９
／
３
０
（
土
）
国
体
開
会
式 


